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インスピレーションになろう

行事予定

9月27日 卓話「IoTについて」
　　　　吉川 徹様（時間変更）
10月 4日 ガバナー公式訪問
　　　　ガバナー中川高志様
10月13日 社会奉仕事業
　　　　藤村病院健康フェア
　　　　ポリオ撲滅キャンペーン
10月18日 卓話 地区米山記念
　　　　奨学委員会委員
　　　　川田淳也様（上尾西RC）
　　　　ファム ティ イェンさん
10月25日 会員増強意見交換会

2018-2019年度　樋口 雅之 会長会長あいさつ
　皆さまこんにちは。本日はお忙しい中、本年度第10回例会に多数の
皆さまにお越しいただきまして、誠にありがとうございます。米山記
念奨学生　鄭維嘉さん、ようこそ！先週は、卒業旅行先の函館で大地
震に遭ってしまい、大変でしたね。
後ほどご挨拶をお願いいたします。
　まずは、台風21号と北海道地震
で亡くなられた方、被災された方々
へ、心よりお悔やみと御見舞を申
し上げます。被災地への義捐金箱
をお回ししておりますので、皆さ
まのご協力をお願いいたします。
私の義父が、京都の鞍馬山の中腹
にある由岐神社という神社の宮司をしているのですが、今回の台風21
号で、同じ鞍馬山の山頂にある鞍馬寺では参道に倒木の被害が多数あ
り、撤去に相当日数がかかるということで、毎年9月15日に開催される
「義経祭」を中止せざるを得なくなってしまいました。幸い、家内の
実家の由岐神社は運よく何の被害も受けなかったそうです。
　今回、９月６日未明の北海道大地震のニュースに触れ、今から１カ
月前の例会での会長挨拶にて、今年の夏はセミが鳴かないというお話
しをさせていただき、過去の文献にてセミの鳴かなかった夏、その年
に大きな地震が起こった年がこの300年で２度あったというお話しをさ
せていただいたことを思い出し、大きなショックを受けました。これ
以上、大きな災害が起こってほしくないものです。
　さて、今月９月は、ロータリーの友月間です。本日はロータリーの
友についてお話ししたいと思います。
　1952（昭和27）年4月、第60区の年次大会が開催されました。同年
7月に迎える新年度（1952-53年度）から、日本の地区は、東日本と
西日本の２地区に分割されることに決定されていましたので、この大
会では、いくつかの問題が話し合われましたが、その一つに、日本の
２地区で共通の雑誌を発行するとの決定がありました。これまで共に
活動をしてきた日本のロータリアンが、分割されてからも情報を共有
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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部門セミナー報告、
　　　　　ありがとうございました。
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樋口会長／宇多村幹事／須田副会長／斎藤修弘副幹事／
武重会員／岡野会員／大塚信郎会員／小林邦彦会員／
富永会員／村岡会員／尾花会員／大塚崇行会員／
島村会員／深澤会員／藤村会員／野瀬会員／長沼会員／
門崎会員／坂本会員／春日会員／芳賀会員／丹井会員

出席　　会員数　　３5　　　出席数　　25
欠席　　欠席数　　10　   　（％）　 71.43
前々回確定　　　　　　　　　欠席数      3
修正（％）　 　    91.43 　      （Ｍ・Ｕ）    8
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米山記念奨学会から感謝状授与

宇多村　海児幹事
◇地区大会が11月10日・
11日に開催されます。
◇「西日本豪雨災害義捐
金ご協力の御礼とご報告」
が届いています。ガバナー
会の依頼に基づき、特に甚
大な被災地域である３地区に対し、３等分にて送金を
完了しました。送金先①Ｄ2670地区（愛媛・香川・高知・
徳島）、②Ｄ2690地区（岡山・島根・鳥取）、③Ｄ2710地
区（広島・山口）　募金総額3,331,402円。皆様、ご協力
いただきありがとうございました。
◇10月21日（日）12時から春日部市の庄和総合公園多
目的広場に於きましてＤ2770地区ライダースmeeting
が開催されるとご案内が届いています。バイク好きの方
は幹事までご連絡ください。

するための機関誌として、企画されました。同年８
月、岐阜市での会合において、翌1953（昭和28）
年1月から、毎月発行すること、価格を50円とする
が、広告を取って100円分の内容のある雑誌とする
こと、名前を『ロータリーの友』とすることなどが
決定されました。 この会合では、新しい雑誌を縦
書きにするか横書きにするかで意見が分かれ、全会
員による一般投票を行ったところ、２対１の割合で
横書きが採用されることになりました。戦後10年も
たっていなかったという時代背景を考えると、この
結果は、当時のロータリアンが、いかに先進的な考
えをもっていたかを知ることのできるエピソードで
す。 広告を取ることが決定したものの、当初は発
行部数が3300部にすぎなかったこと、また、戦後
の混乱が少し落ち着いたというものの、まだまだ経
済的には厳しかったこともあり、広告のスポンサー
を見つけることは容易なことではありませんでした
が、創刊に携わったロータリアン自らが走り回り、
苦労して広告を取ったという逸話が残っています。
創刊号の表紙は北斎の「凱風快晴」いわゆる赤富士
です。この表紙、１月号から６月号まで、絵柄は全
く同じものでした。表紙の写真や絵が毎月替わるよ
うになったのは、創刊翌年の４月号からです。
　最初、横書きでスタートした『ロータリーの友』
ですが、1972（昭和47）年から、縦書き、横書き
を分けて、それぞれに表紙をつけました。左に開け
ると横書き、右に開くと縦書きという形の雑誌にな
りました。1977年、標準ロータリークラブ定款の
改定に伴い公式地域雑誌（現ロータリー地域雑誌）
の規定が設けられました。これにより、ロータリア
ンは、国際ロータリー（ＲＩ）の機関誌『The 
Rotarian』だけでなく、ＲＩが指定した公式地域
雑誌を購読することで会員としての義務を果たすこ
とができるようになり、1980年7月号からＲＩ公式
地域雑誌になりました。
　2003年1月に創刊50周年を迎えるに当たり、
2002年7月号から誌面を一新、サイズをＢ５判から
Ａ４変型判に変更。カラー写真のページを巻頭にも
ってくるなどして親しみやすい『ロータリーの友』
を目指しました。このサイズの変更と合わせて、印
刷業者による編集から事務所内でのコンピューター
編集に切り替えました。より自由な誌面づくりがで
きると共にコスト削減も実現しました。さらに
2016年７月号からは、サイズをＡ４判に変更しま

幹　事　報　告

した。
　「ロータリー地域雑誌」の要件の一つに『The 
Rotarian』から指定された記事を掲載しなければ
ならないという項目があります。ＩＴ技術の進歩に
伴い、2004年１月号からは、これらの指定記事が
『The Rotarian』と同じ月に掲載できるようにな
りました。 記事についても、毎年度見直し、新し
いコーナーを設けて古いコーナーと入れ替えたりし
ています。また、時代の変化に伴い、インターネッ
トとの共存というテーマのもと、2014年１月から
は、ロータリーの友ホームページより、ロータリー
の友「電子版」がご覧いただけるようになっていま
す。これからも是非、目を通していただければと思
います。本日もどうぞよろしくお願いいたします。

　「国際奉仕事業の発展のため大いなる尽力を賜り
ここに深甚なる敬意と感謝の意を表します。」と
米山記念奨学
会の理事を務
めた大塚信郎
パストガバナ
ーに感謝状が
授与されまし
た。
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例会主題～部門セミナー報告

ロータリー米山記念奨学金授与
米山記念奨学生   鄭　維嘉（てい　ゆいか）さん 

クラブ ロータリー財団委員会　藤村作委員長
　私は地区の財団部門で
ポリオプラス委員会委員な
ので財団部門セミナーの
前半は募金箱を抱えてお
金の管理をしていました。
財団は６つの小委員会で
構成されています。
　今年度の地区のガバナー方針としては、第1．ポリオ
の撲滅。第2．６つの重点分野における奉仕活動の持続
可能性を高める。第3．毎年DDFを全額使用して、世界
でよいことをするよう全地区に奨励する。第4．2025年
までに恒久基金を20億2500万ドルにする（現在約11
億ドル）。これらの目標を実現していくため、今年度は総

　9月5・6・7日に北海道に
旅行に行ってきました。２日
目に地震がおき、函館のホ
テルで電気も水道もない生
活を送りました。トイレは１
階にしかなく、13階に泊ま
っていたので階段が大変でした。２日目はレンタカーで
札幌に行く予定でしたが、道路は崩れて使えず電気もと
まって信号が消えていたので、函館に留まりました。ホテ
ルでは無料で一泊延泊できましたが、当日チェックイン
する予定だった方々はロビーで寝ていました。函館から
は飛行機やフェリーがあったのですが、満席で乗れま
せんでした。３日目、朝からフェリーを待っていたら昼頃
にようやく乗れて、青森に渡り、新幹線で東京に帰って
きました。たいへんだったのは食糧がないことです。現
金を持っていたことと、スマホのモバイルバッテリーを持
っていたことは良かったなと思いました。北海道で大地
震が起きるなんて誰も予想していなかったし、函館のホ
テルの両側は海で、もしも津波が来たらと想像し、恐怖
を感じました。東京に帰ってきて電気も通っていてお風
呂に入って、生きていて良かったなと感じました。最近は
どこかに行くのが怖くて、防災バッグを用意したりと防
災意識が高くなっています。

額５万ドルの地区補助金大口枠を設けました。６つの重
点分野を中心とした持続可能な奉仕活動を探していき
ましょう。そして、さらに大きなグローバル補助金を使っ
た奉仕プロジェクトへと発展していくことを願っています。
とのことです。
　今年度のセミナーのメインは平和フェローについて
でした。ロータリー平和センターは、持続可能な平和の
構築をビジョンとして掲げ、平和構築、紛争解決、紛争
予防に貢献できる平和構築者の世界的ネットワークを
築くために2002年に開始されました。それぞれの提携
大学で、平和構築者の専門知識とスキルの向上に焦点
を置いたプログラムを提供して、平和構築活動のリーダ
ーを育成しています。日本ではＩＣＵ（国際基督教大学）
の所属する第2750地区とその周辺の地区で構成され
ています。今回のセミナーでは国際基督教大学代16期
生のブラジルからの留学生を呼んで座談会を開きまし
た。
さて、ポリオ撲滅キャンペーンのイベントがあります。10
月13日（土）は藤村病院健康フェア、11月29日（木）は地
区のポリオ撲滅チャリティコンサートです。皆さん、ご参
加いただいて寄付をいただきたくお願い申し上げます。

ロータリー財団部門セミナー報告

職業奉仕部門セミナー報告

　職業奉仕部門セミナー
では、はじめに渡辺担当諮
問から、職業奉仕はロータ
リーの根幹を担う奉仕部
門であると説明がありまし
た。
続いて杉村部門委員長から職業奉仕の成り立ちについ
てお話がありました。
　次に胡蝶蘭の農園・販売を職業にしている黒臼委員
長から、東日本大震災の時に、福島の中学生に花を育
てさせ、育った花を被災地の仮設住宅に中学生が配る
という活動を行い、「職業とは仕事をすることであるが、
奉仕とは利益を自分のためでなく他人のために使うこと
である、ということを私は実践しています」とお話しされ
ました。
　このような講演を職業奉仕委員メンバー全員ができ
ますので、ぜひ例会に呼んでいただき卓話をさせていた
だければとのことでした。

クラブ 職業奉仕委員会　坂本忠光委員長


